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※本ガイドの内容の一部は日本国内でのサポート対象外を含みます

このユーザガイドでは、Farmer Coreのアカウント設定に加え、AutoSync™機能に対応する

Precision-IQ™ (PIQ)ディスプレイを有効にしてガイダンスライン、圃場名、境界、ランドマーク、

オペレータ情報をすべてのPIQディスプレイ間で同期する方法を学習します。また、その他のデー

タをAPI接続またはUSBドライブからFarmer Coreに移動する方法、配置証明レポートを印刷する

方法についても学習します。

Farmer Core

導入ガイド
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0.1.

アカウント設定

およびユーザア

クセス

a. オンラインおよびモバイルでのログイン

b. ソフトウェア設定

c. オンラインサポート
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0.2.

栽培期間の計画

a. 人材

i. 連絡先

ii. オペレーター

b. 機材データ

i. 車両

ii. モデムとインターネット接続

iii. Trimbleディスプレイ設定

iv. 作業機

c. Fフリート

i. 車両管理

ii. オペレーター

iii. 車両グループ

iv. 車両の履歴とセンサー

v. 警告

vi. 利用状況

d. 資材

i. 農薬追加

ii. 肥料追加

iii. 資材購入追加

iv. タンクミックス追加

v. 投入作物および資材サマリ

vi.モバイルでの購入の追加

e. 農場と圃場

i. 作物および栽培暦の追加

ii. クライアント / 農場 /圃場の追加

iii. 圃場および境界の追加(一括)

iv. モバイルでの圃場の境界の作成

v. 新しい作物の追加

vi. 農場マップ

vii.輪作計画
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https://www.youtube.com/watch?v=Np1cJ0sKdjw&feature=youtu.be
https://youtu.be/2jXQH0DGq-k?list=PLoBjuUvkeblWo3n6m9IzbnbtXr9PQ9nQw
https://youtu.be/_cXiCBRmp1A?list=PLoBjuUvkeblWo3n6m9IzbnbtXr9PQ9nQw
https://youtu.be/bpBLZsGfS44?list=PLoBjuUvkeblWo3n6m9IzbnbtXr9PQ9nQw
https://www.youtube.com/watch?v=3QIEE_32rfc&feature=youtu.be
https://youtu.be/19XztvFbs1c?list=PLoBjuUvkeblWo3n6m9IzbnbtXr9PQ9nQw
https://youtu.be/19XztvFbs1c?list=PLoBjuUvkeblWo3n6m9IzbnbtXr9PQ9nQw
https://youtu.be/yg8wolHsr48?list=PLoBjuUvkeblWo3n6m9IzbnbtXr9PQ9nQw
https://youtu.be/yg8wolHsr48?list=PLoBjuUvkeblWo3n6m9IzbnbtXr9PQ9nQw
https://youtu.be/yg8wolHsr48?list=PLoBjuUvkeblWo3n6m9IzbnbtXr9PQ9nQw
https://youtu.be/yg8wolHsr48?list=PLoBjuUvkeblWo3n6m9IzbnbtXr9PQ9nQw
https://youtu.be/ygQwNJg9s_w?list=PLoBjuUvkeblWo3n6m9IzbnbtXr9PQ9nQw
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0.3.

AutoSyncデータ

同期とプレスク

リプション

a. AutoSync 昨日の特徴

i. AutoSync サマリー

ii. AutoSync: 設定順序と必要なもの

iii. Step 1: オンライン車両設定

iv. Step 2: バックアップ・クリーンアップ・更新

v. Step 3: ディスプレイをネット接続

vi. Step 4: AutoSync を PIQ で有効にする

vii.Step 5: AutoSync ウイザード

viii.同期プロセス

ix. PIQで同期状況をモニターする

x. Trimble AutoSync Service アプリ

xi. 設定: 単位系を確認する

xii.設定: 資材プロパティ

xiii.オンライン ディスプレイセットアップ

b. プレスクリプション

i. プレスクリプションタブ 概要

ii. 圧縮ファイルからプレスクリプションマップを

追加

iii. ゾーンからプレスクリプションマップを追加 –

ソーンマップ作成

iv. モバイル | ゾーンマップの管理

v. ゾーンからプレスクリプションマップを追加

vi. 複数のプレスクリプションマップを送信

vii.プレスクリプションマップ送信ステータス

Page 47
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0.5.

作業データと作

業レポート

a. 圃場マネージャーを使う

b. アクティビティタブを使う

c. オンライン版で手動で作業を追加

d. モバイル版で手動で作業を追加

e. 作業データを見る

f. 作業データを編集する

g. 作業レポート

h. 作業レポート一括表示
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0.6

Coverage Maps / 

Guidance Lines

a. GIS ツール

b. マップレイヤー

c. ガイダンスライン

d. マップレイヤー（モバイル版）
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0.4.

データアップロ

ード

a. 機材データアップロード

i. Option 1: API 接続

ii. Option 2: Trimble ディスプレイ

iii. Option 3: マニュアルインポート

iv. Option 4: その他のデータのアップロードのヒン

ト

v. SHPファイルからインポート

vi. タスク承認作業

vii.機材稼働状況をSHPファイルにエクスポート

b. 一般データのアップロードta Upload

i. UAV 画像インポート

c. 収穫データアップロード・クリーニング

i. 収穫データクリーニングツール

ii. 収穫データインポート

iii. SHPファイルで収穫データをインポート

iv. 収穫データのクリーニング
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https://youtu.be/LtERoXFh4_k?list=PLoBjuUvkeblWo3n6m9IzbnbtXr9PQ9nQw
https://youtu.be/WCjlHCky3Ew?list=PLoBjuUvkeblWo3n6m9IzbnbtXr9PQ9nQw
https://www.youtube.com/watch?v=yg8wolHsr48&feature=youtu.be
https://www.youtube.com/watch?v=yg8wolHsr48&feature=youtu.be
https://www.youtube.com/watch?v=xauXvpMBQss&feature=youtu.be
https://www.youtube.com/watch?v=LpDOtZGT0fE&feature=youtu.be


Farmer Coreオンボーディング
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以下に、Farmer Coreアカウントの設定に必要な手順の概要を

示します。

1. Trimble Agソフトウェア(TAS)アカウントの作成と設定

2.クライアント、農場、圃場の作成と編集

3.製品、コスト、購入の追加

4.ディスプレイの設定とAutoSync機能

5.機材データの読み込み - APIまたはUSB

6.配置証明レポート

16

25

34



アカウント設定
およびユーザアクセス

0.1
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Farmer Coreオンボーディング

オンライン |  アカウント設定

目標 - ソフトウェアの使用開始方法を学ぶ

このセッションで学習する内容:

○ TASオンラインアカウントへのログイン

○ Farmer Coreのナビゲーション

○ 設定の実行

○ 連絡先の追加

○ アクセスの管理

○ TASモバイルアカウントでのログイン

7



1. agriculture.trimble.com/softwareに移動

2. ページ上部にある「ログイン」ボタンをクリック

3. 「Trimble Agソフトウェアへのログイン」をクリック

4. アカウントIDのEメールを入力: ここに挿入

5. パスワードを入力

6. 「サインイン」をクリック

Farmer Coreオンボーディング

オンライン |  ログイン
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https://agriculture.trimble.com/software/


1. iOSまたはAndroid用のTrimble Ag Mobileアプリをダウンロード

2. 生産法人アカウントのTrimble IDメールとパスワードを入力

3. 「サインイン」をタップ

4. 契約条件に同意

5. アカウント名をタップして検索するか、リストから選択

既に別のアカウントにサインインしている場合は、「農場」メニューアイコンをタップしてアカ

ウントを追加し、ステップ1から開始します。

Farmer Coreオンボーディング

モバイル |  ログイン
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1. 人のアイコン(       )をクリック >「My Settings」をクリック

2. 必要に応じて、該当する設定をデフォルトから変更

3. 測定単位は次の2つの方法のいずれかで定義

a. プロファイル全体にわたる単位系(必須): U.S.またはメートル法

b. 「単位系のカスタマイズ」をチェック: 各単位系に合わせて測定単位を調整(「面積」、

「深さ」など) 

4. 「保存」をクリック

Farmer Coreオンボーディング

モバイル |  ソフトウェア設定
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こちらのビデオで詳細を確認 ※英語版

https://youtu.be/Np1cJ0sKdjw?list=PLoBjuUvkeblWo3n6m9IzbnbtXr9PQ9nQw


1. サポートボタン(      ) >「サポートサイト」をクリックして、「ソフトウェアサポート」ページ

にアクセス可能

2. Eメール(サポートボタンから利用可能)

または、tassupport@nikon-trimble.co.jp宛にメール

Farmer Coreオンボーディング

オンライン|  サポート
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こちらのビデオで詳細を確認 ※英語版

https://youtu.be/2jXQH0DGq-k?list=PLoBjuUvkeblWo3n6m9IzbnbtXr9PQ9nQw


栽培期間の計画

0.2
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Farmer Coreオンボーディング

オンライン |  栽培期間の計画

目標: 次の栽培暦のためにFarmer Coreアカウントを

用意する

このセッションで学習する内容:

○ 人材とオペレータを管理する方法

○ 機材を管理する方法

○ 資材を管理する方法

○ 農場および圃場を設定する方法

13



人材

0.2.a
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オンライン |  連絡先
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1. 「農場」タブ >「人材」をクリック

2. 「連絡先」タブですべての連絡先のリストを表示、あるいは「編集」ボタンをクリックして編集

3. 「管理」>「+ 連絡先の追加」をクリックして新規の連絡先を追加

4. 連絡先のプロパティを追加

5. 「保存」をクリックして、基本の連絡先情報を保存

6. システムアクセスを追加

● 「システムアクセス」タブをクリックして、この連絡先をログインユーザの連絡先として設定

○ この連絡先にアクセス権限が与えられたことをメールで連絡する

○ Trimble AgソフトウェアアカウントのEメールアドレスが、ログインユーザの招待に使

用されているEメールアドレスと一致する必要がある

● Webおよびモバイル(財務情報、組織管理者、オペレータ管理者用のオプション付き)、

またはWebアクセスに限定、モバイルなしのアクセスレベルを設定

7. 機材オペレータ情報を追加

● アプリケータライセンス番号の追加が可能。ステータスの制御(有効/無効)、この連絡先への

単価の割り当てが可能

● オペレータのログインに利用するTrimble製ディスプレイに対して、圃場ディスプレイのログ

インID*とPINも設定可能

こちらのビデオで詳細を確認 ※英語版

Farmer Coreオンボーディング

https://youtu.be/kipEXZWeNb8?list=PLoBjuUvkeblWo3n6m9IzbnbtXr9PQ9nQw


1. 「連絡先のプロパティ」でオペレータを設定

a. 「農場」タブ >「人材」>「連絡先」をクリック

b. 連絡先を追加または編集

c. 「機材オペレータ」タブを選択し、「機材オペレータ」チェックボックスにチェックマー

クを付け、ログインIDを入力

d. 「保存」をクリック

2. オペレータを確認および管理するには、「フリート」タブ >「オペレータ」をクリック

Farmer Coreオンボーディング

オンライン |  オペレータ
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機材データ

0.2.b
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Farmer Coreオンボーディング

オンライン |  栽培暦の計画: 機材

目標: 機材のデータをTrimble Agソフトウェアに導入するため

の各種方法を理解する

このセッションで学習する内容:

○ TASオンラインに対して投入および送出するデータのタイプ

○ API接続

○ Trimble製ディスプレイ

○ 手動インポート

○ 「機材の動作」を通じて、適用済みのデータを管理する方法

○ Trimble Agソフトウェアに対して投入および送出するデータを、

管理ファイルを使用して確認する方法

18



Farmer Coreオンボーディング

オンライン |  作業車両
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1. 「農場」メニューから「機材」をクリック
2. 「作業車両」タブで既存の作業車両を表示
3. 「作業車両の追加」をクリックして新規の作業車両を追加

a. 「作業車両のプロパティ」で、名前、製造メーカー、作業車種(必須プロパティ)を入力
i. グループを使用している場合は、作業車両グループを割り当てる
ii. 使用コストの追跡用に単価を入力

4. 「作業車両ライセンスの割り当て」を実行して、Trimble製ディスプレイとのワイヤレスの
作業車両接続を有効化
a. 注: API接続を設定する場合は、「作業車両ライセンスの割り当て」は使用しないこと。

API接続時には不要
5. 必要に応じて、「変更アイコン」をクリックして、特定の作業車両に関連するビジュアルアイ
コンを選択

6. 「保存」をクリックして、この作業車両を保存
a. 「編集」ボタンを使用して既存の作業車両のプロパティを編集

こちらのビデオで詳細を確認 ※英語版

https://youtu.be/_cXiCBRmp1A?list=PLoBjuUvkeblWo3n6m9IzbnbtXr9PQ9nQw


1. 「農場」メニューから「機材」をクリック

2. 「作業機」タブを選択して作業機を表示

3. 「作業機の追加」をクリックして新規の作業機を追加

a. 「作業機のプロパティ」で名前(必須プロパティ)を入力

i. 使用コストの追跡用に単価を入力

b. Trimble製ディスプレイにプロファイルが作成されるので、ディスプレイ上で追加の詳細を

使用してタスクを完了させる。機材に複数の設定がある場合は、複数のプロファイルを

追加可能。

4. 「保存」をクリックして、この作業車両を保存

a. 「編集」ボタンを使用して、リストにある既存の作業車両のプロパティを編集

Farmer Coreオンボーディング

オンライン |  作業機
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こちらのビデオで詳細を確認 ※英語版

https://youtu.be/_cXiCBRmp1A?list=PLoBjuUvkeblWo3n6m9IzbnbtXr9PQ9nQw


車両

0.2.c 
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※以降フリートとも表記しますが、同義となります



Farmer Coreオンボーディング

オンライン | 車両設定

目標: 車両運行管理機能を学ぶ

このセッションで学習する内容:

○ 車両の運行管理する方法

○ 作業車両とグループの管理

○ アラートの設定

○ データ管理を使用して、Trimble Agソフトウェアに対するデータの投入

および送出を確認する方法

○ フリートアドオンが追加費用を下回っていること

○ フリートはマシン単位のアドオンであること

22



1. 「フリート」タブをクリック

a. フリート内の作業車両を表示および管理

b. アラートとジオフェンスを設定

c. オペレータのリストを表示(アクティブおよび非アクティブ)

d. 選択した24時間にわたる、すべての作業車両または一部の作業車両の利用状況データを表示

フリートWebサイトは、さまざまな作業車両および作業機から受け取った農場オペレーション

データの管理に使用されます。

フリートWebサイトを使用して作業車両を管理します。 フリート全体に対してこれを実行します。

作業車両からの情報を受信します。 バックエンドシステムによって、オンデマンドでデータに

アクセスできるセキュアなデータベースに、作業車両のデータが保存されます。

フリートは、他の強力なTrimble Agソフトウェアのサービスに問題なく融合するよう拡張されて

います。フリートの各種ページと他のTrimble Agソフトウェアとを容易に切り替えて、作業車両の

追跡、アラート、レポート、生産性などの情報にアクセスできます。

Farmer Coreオンボーディング

オンライン |  車両管理
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こちらのビデオで詳細を確認 ※英語版

https://youtu.be/sB01ZKyC1q4?list=PLoBjuUvkeblWo3n6m9IzbnbtXr9PQ9nQw


1. 「フリート」タブ >「作業車両」をクリック

● 組織に追加されている作業車両のリストが表示される

2. 「⚙管理▼」をクリックして作業車両を管理

● グループの管理

● 新規の作業車両の追加

● 新規の遅延しきい値の表示および作成

● .csvファイルへの作業車両のエクスポート

● 作業車両リストに表示される列の設定

3. 「管理」>「グループの管理」を選択して、作業車両グループを管理

● 入力ウィンドウでグループの任意の名前を入力し、「+」ボタンをクリック

● ドロップダウンメニューで新規のグループ名が利用可能になる

● グループは、「作業車両グループの管理」から編集または削除可能

● 作業車両のプロパティを編集して、作業車両を任意の作業車両グループに割り当てる

Farmer Coreオンボーディング

オンライン |  作業車両とグループ
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1. 「フリート」タブ >「アラート」をクリック

● このページには、すべてのアラートまたは選択した作業車両のアラートの一覧が表示

2. アラート、ジオフェンス、連絡先を追加または編集

● 「設定」ボタンをクリック

● 「編集」ボタンをクリックして既存のアラートを編集

● 「管理」>「新規のアラート」をクリックして新規のアラートを追加

○ 名前の入力、「アラートタイプ」の選択、「アラートの詳細」の設定、作業車両への割り当て、

Eメールで受信する連絡先の割り当て

● 「管理」>「ジオフェンス」をクリックして、ジオフェンスを編集または作成

○ 従来のフリートの設定でのみ使用される

● 「管理」>「連絡先」をクリックして、組織の連絡先リスト内で新規の連絡先を編集または作成

3. 「ファイル」タブをクリックして、作業車両からのファイルまたは作業車両へのファイルを表示

● ファイル名をクリックして、ファイルのコピーをダウンロード

● 「作業車両へ」の下の「アップロード」ボタンをクリックして、この作業車両に直接ファイルを

アップロード

4. 利用可能なアラートタイプは、使用しているフリートの方法によって異なる

Farmer Coreオンボーディング

オンライン |  アラート

FarmStreamフリート 従来のフリート

○ マシンアラート

○ ラッシングアラート

○ Curfewアラート

○ ジオフェンスアラート

○ ジオフェンスの作成

○ 点火アラート

25



フリート利用状況のレポート機能により、ユーザは選択した日のマシンのパフォーマンスを評価

できます。作業車両のステータスが表示され、移動、スピード違反、作業、ラッシング、停止、

遅延、オフ、GPSなしなどの状態が示されます。各状態の時間が計算され、グラフに表示されます。

1. 「フリート」タブ >「利用状況」をクリック

● サマリに含める作業車両を選択

● 表示したい日付、開始時間、期間(時間数)別にフィルタ

● グラフ内の項目をマウスオーバーして詳細を確認

● 印刷アイコンをクリックして、一覧式の利用状況データをプリンタに送信

2. レポートされるマシンの状態は、使用されるフリート法によって決定される

● FarmStreamフリート

○ 作業、移動、停止、オフ、スピード違反、ラッシング、GPSなし、遅延、保留中

● 従来のフリート

○ 作業、移動、停止、オフ、スピード違反

Farmer Coreオンボーディング

オンライン |  利用状況
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資材

0.2.d 
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Farmer Coreオンボーディング

オンライン |  栽培暦の計画: 資材

目標: 栽培暦に投入作物と資材を追加および管理する

このセッションで学習する内容:

○ 農薬の追加

○ 肥料の追加

○ 購入の追加

○ タンクミックスの追加

○ 以下に関する資材レポートの表示

○ ブランド

○ ベンダー

○ 資材タイプ

○ Mobileアプリでの資材の追加

28



1. 「農場」タブ >「資材 投入」>「農薬」タブをクリック

2. 「+ 農薬の追加」を選択

3. 「農薬の検索」をクリック

○ 「名前」と「製造メーカー」を空欄にして、データベース全体を検索 - 「詳細」ボタンを

クリックして詳細を表示

○ 検索する名前を「名前」に入力 - 最低3文字の入力し、一致する名前を検索

○ 「製造メーカー」から、リストのフィルタ条件として使用する製造メーカーを選択

○ リストから農薬の名前を選択

○ 有効成分を一覧にすることによって、詳細を補足可能

○ 「購入単位」と「適用単位」、さらに「単価」と「デフォルトのターゲット比率」を設定

● 灰色のボックスはシステムによって値が入力され、手動による入力または編集は不可

● 組織で使用するカスタムの農薬名を追加可能。あるいは、リストに追加する

新規の農薬を依頼するためのリンクを使用

○ ▪▪▪ ボタンで購入詳細を追加して、コストと在庫水準を追跡

4. 「保存」をクリック

Farmer Coreオンボーディング

オンライン |  農薬の追加

29

こちらのビデオで詳細を確認 ※英語版

https://youtu.be/bpBLZsGfS44?list=PLoBjuUvkeblWo3n6m9IzbnbtXr9PQ9nQw


1. 「農場」タブ >「資材 投入」>「肥料」タブをクリック

2. 「+ 肥料の追加」を選択

3. 「肥料の検索」をクリック

○ 「名前」と「製造メーカー」を空欄にして、データベース全体を検索 - 「詳細」ボタンを

クリックして詳細を表示

○ 検索する名前を「名前」に入力 - 最低3文字の入力し、一致する名前を検索

○ 「製造メーカー」から、リストのフィルタ条件として使用する製造メーカーを選択

○ リストから肥料の名前を選択

○ 活力剤を一覧にすることによって、詳細を補足

○ 「購入単位」と「適用単位」、さらに「単価」と「デフォルトのターゲット比率」を設定

● 組織で使用するカスタムの肥料名を追加可能。あるいは、リストに追加する新規の

肥料を依頼するためのリンクを使用

○ ▪▪▪ ボタンで購入詳細を追加して、コストと在庫水準を追跡

4. 「保存」をクリック

Farmer Coreオンボーディング

オンライン |  肥料の追加
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こちらのビデオで詳細を確認 ※英語版

https://youtu.be/bpBLZsGfS44?list=PLoBjuUvkeblWo3n6m9IzbnbtXr9PQ9nQw


1. 「農場」タブ >「資材 投入」をクリック

2. 入力する購入(農薬、肥料、石灰、種子)に合わせて、任意のタブを選択

3. 購入した資材の ▪▪▪ ボタンをクリック

○ 「+ 新規購入」をクリック

4. 「購入詳細」を入力

5. 「OK」ボタンをクリックして購入を保存

オプション:

■ 「+ 繰り越し」ボタンを使用して、購入残高を翌年に繰り越す

■ 対象の生育期における既存のアプリケーションについて、いずれかの変更を行い

更新する必要がある場合に、「タスクのコストの更新」および「資材単価の更新」を

使用可能

Farmer Coreオンボーディング

オンライン |  購入の追加
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こちらのビデオで詳細を確認 ※英語版

https://youtu.be/3QIEE_32rfc?list=PLoBjuUvkeblWo3n6m9IzbnbtXr9PQ9nQw


カスタムのタンクミックスの文書化に使用するには

1. 「農場」タブ >「資材 投入」>「タンクミックス」タブをクリック（以下参考例）

○ 「+ タンクミックスの追加」を選択

○ 「名前」にBurndownと入力

○ 「形態」に「液体」を選択

○ 「キャリア＝運送会社」: 水

○ 「デフォルトの比率」: 10.00ガロン/エーカーまたはL/ha

○ 「比率として混合を定義」をチェック

○ 「混合比率」: 10ガロン/エーカーまたはL/ha

○ 「成分」

■ 「Durango」を選択

● 「コスト」: $25.00/ガロンまたはL

● 「比率」: 0.10ガロン/エーカーまたはL/ha

■ 「Atrazine 4L」を選択

● 「コスト」: $40.00/ガロンまたはL

● 「比率」: 0.50ガロン/エーカーまたはL/ha

○ 「保存」をクリック

Farmer Coreオンボーディング

オンライン |  タンクミックスの追加
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「農場」タブ >「資材 投入」>「サマリ」をクリック

● 入力した購入に基づき、年の投入作物量の分布を円グラフに示す

● 前年と比較した投入作物量を棒グラフに示す

● 前年のデータを使用した、棒グラフによるベンダーの分析

● 前年のデータを使用した、棒グラフによる製造メーカーの分析

Farmer Coreオンボーディング

オンライン |  投入作物および資材サマリ
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1. 「作物投入量」タイルをタップ

2. 投入の対象として「肥料」をタップ肥料

3. 「+」記号をタップして、新規の投入作物として購入を追加（以下参考例）

○ 「種類」: 肥料

○ 「製品」: 11-52-0 (Dry) P

○ 「日付」: Sun.Jan 28

○ 「数量」: 8

○ 「製品のサイズ」: 1 MT

○ 「製品の価格」: 634

○ 保存アイコンをクリック

4. 複数の製品の購入をモバイルで記録および要約可能。Trimble Ag Mobileアプリを同期すると

すぐに、製品の購入すべてがオンラインで利用可能となる。

資材リスト全体にモバイルから新規の資材を追加することはできません。オンラインプラット

フォームからのみ実行できます。この処理は、投入作物の購入時に必要に応じて、繰り返し実施

してください。

Farmer Coreオンボーディング

モバイル |  購入の追加
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農場および圃場

0.2.e
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Farmer Coreオンボーディング

オンライン | 栽培暦の計画: 農場および圃場

目標: 新規の栽培暦用に計画を立てるときに

必要な基本情報を理解する。

このセッションで学習する内容:

○ 作物計画の作成

○ 対象となる作物タイプを追加する方法

○ Trimble Agの「クライアント」/「農場」/「圃場」設定の

ナビゲーション

■ 新規のクライアント、農場、圃場、境界をオンラインおよび

モバイルで追加する方法

■ Farmer Coreにおける圃場の境界の重要性

○ 「新規の作物」機能を使用した複数の作物ゾーンの管理

○ 農場マップのナビゲーション方法

○ ターゲット収量を追加する方法

36



1. 「農場」>「農産品」>「作物」をクリック

○ 「+ 作物の追加」をクリック

○ 該当する作物にチェックマークを付ける

○ 「保存」をクリック

2. 「栽培暦」タブをクリック

○ 「+ 栽培暦の追加」をクリック

○ 収穫年を選択

○ 作物を選択

○ 作業の開始日と終了日を選択(デフォルトと異なる場合)

○ 「保存」をクリック

Farmer Coreオンボーディング

オンライン |  作物および栽培暦の追加
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こちらのビデオで詳細を確認 ※英語版

https://youtu.be/19XztvFbs1c?list=PLoBjuUvkeblWo3n6m9IzbnbtXr9PQ9nQw


1. 「農場」>「クライアント」>「+ クライアントの追加」をクリック

○ クライアント名を入力 >「保存」をクリック

2. 「農場」>「農場」>「+ 農場の追加」をクリック

○ 「農場名」に農場Aと入力

○ 「農場」を「クライアント」の下に配置するには、ドロップダウンリストから

「クライアント」を選択 >「保存」をクリック

3. 「農場」>「圃場」>「+ 圃場の追加」をクリック

○ 「圃場名」に「圃場1」と入力圃場1

○ 適切なクライアントおよび農場をドロップダウンから選択

○ マッピングウィンドウのGISツールを使用して、境界を手動で描画

または

○ 「「.Shp」ファイルのインポート」をクリック > .shpファイルのみを選択 >

「開く」をクリックGISツールを使用すれば、インポートされた境界にさらに編集を加える

ことが可能

○ 「保存」をクリック

Farmer Coreオンボーディング

オンライン |  クライアント、農場、圃場の追加
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こちらのビデオで詳細を確認 ※英語版

https://youtu.be/yg8wolHsr48?list=PLoBjuUvkeblWo3n6m9IzbnbtXr9PQ9nQw


1. 「圃場」タブ >「圃場プロファイラ」>「管理」の順にクリック

2. 「境界ファイルのアップロード」を選択

○ 任意の境界すべてに.shp、.shx、.dbfを選択

■ 「開く」をクリック

○ 「圃場」列をデフォルト(新規の圃場)のままにする

○ 「農場列」/「圃場列」のドロップダウンメニューから「農場名」と「圃場名」の属性列を

選択して、詳細を自動入力

または

○ 農場名と圃場名を手動で入力

1. 左側の圃場をチェック

2. 「境界ファイルの保存」をクリック

Farmer Coreオンボーディング

オンライン |  圃場および境界の追加(一括)
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こちらのビデオで詳細を確認 ※英語版

https://youtu.be/qztrRJCEWtg?list=PLoBjuUvkeblWo3n6m9IzbnbtXr9PQ9nQw


Farmer Coreオンボーディング

モバイル |  新規の圃場および境界の追加

40

1. 「農場」画面から「圃場」をタップ >「+」記号をタップして新規作成

2. 圃場名を入力(境界の作成に必要): 圃場1

3. 予測エーカー数を入力(境界の作成に必要): 60

4. 必要に応じて、その他の詳細を入力

5. 境界(        )をタップ

6. 以下を実施:

○ 境界の駆動

■ 「開始」をタップし、境界を駆動

■ 「完了」をタップして境界を閉じる

■ 保存アイコン(        )をタップ

○ 境界の描画

■ 「描画」タブをタップ

■ 「開始」をタップし、境界コーナーの白い×マークをマウスオーバーして開始 >

「+ポイントの追加」をタップして境界を開始 > 圃場のすべてのコーナーについて

繰り返す

■ 「完了」をタップして境界を閉じる

■ 保存アイコン(        )をタップ

7. 保存アイコン(         )をタップして新規の圃場を完了

こちらのビデオで詳細を確認 ※英語版

https://youtu.be/ygQwNJg9s_w?list=PLoBjuUvkeblWo3n6m9IzbnbtXr9PQ9nQw


1. 「圃場」から編集したい名前の圃場を選び、設定(歯車)から、「新規の作物」をクリック

2. 「新規の作物」それぞれに、新規の圃場名を入力

3. 「新規の作物」それぞれに、面積を入力

4. 「+」ボタンをクリックして、複数の新規の作物を同時に作成(オプション)

○ この方法で作物を作成する場合、作付け順序の番号は大きくならない。作付け順序の

番号を大きくするには、一度に作成する新規の作物を1つにする必要がある。

5. 作物が生育する順序に従い、「作付け順序」を調整

○ つまり、コーン = 作付け順序1、大豆 = 作付け順序2などのようになる。

6. 「圃場の保存」をクリック

作成される新規の作物の圃場は、該当する暦年でのみ利用できます。翌年に、この圃場は単一の

親圃場にリセットされます。

Farmer Coreオンボーディング

オンライン | 圃場あたり複数の作物

新規の作物の
圃場

元の圃場(親圃場)
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Farmer Coreオンボーディング

オンライン | 農場マップ

42

1. 「圃場」タブ >「農場マップ」をクリック
● マップビューで圃場と相互作用
● 圃場を栽培暦で分類して表示
圃場をクライアントと農場で分類して表示

● 圃場のみを表示
2. 圃場レベルのリストから ▪▪▪ ボタンをクリックして、「圃場マネージャ」画面に
この圃場の詳細を表示

3. 右側で圃場に示される＋記号は、作物が圃場に割り当てられていないことを示す。この場合は、
＋をクリックして、ドロップダウンメニューから作物を割り当てるか、「+ 栽培暦の追加」を
クリックして、新規の栽培暦を追加して選択 -「保存」をクリックして栽培暦を更新

○ ＋のある圃場は、作物の割り当てなしで作業車両のディスプレイからインポートされて
いることがある。これらの圃場は、栽培暦が割り当てられるまで
圃場プロファイラに表示されない。

4. マップ表示に農場境界を表示した状態で、マップ内の圃場の境界をクリックして、ドロップダウ
ンメニューから栽培暦を割り当てることも可能

○ 栽培暦アイコンをクリックしてマップ表示内の各作物の色を変更。または、
「圃場に作物を割り当てる」オプションにアクセスして、選択した作物をマップ表示内の
複数の圃場に割り当て

こちらのビデオで詳細を確認 ※英語版

https://youtu.be/tZDMl9fHUSA?list=PLoBjuUvkeblWo3n6m9IzbnbtXr9PQ9nQw


1. 圃場クリック>  Crop Rotation Plan（輪作計画）

2. 作業する過去の年数と将来の年数を設定します

3. 情報を入力する必要があるボックスのプラス記号をクリックします

a. [複数選択Multi Select ]チェックボックスを使用して、同じ作物情報を入力するための複数

のボックスの選択をアクティブにします

b. 目的のボックスを選択し、[管理]> [選択したレコードの追加/編集]をクリックします

c. 上記3の空白欄をクリックして、新規作物の詳細を入力します

4. 多年生作物を扱っている場合は、「多年生」を選択し、その複数年サイクルの年数を入力しま

す

5. 管理オプションを使用してCSVにエクスポートし、プランの詳細を保存または共有します

FARMER CORE ONBOARDING

オンライン | 輪作計画
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このビデオで詳細を確認 ※英語版

3.

5.

3.c

2.

3.

1.

4.



6. 同じフィールドの作付順序を計画するには、トリミンググリッドの下の(+)をクリックします

7. これで、そのクロップの詳細を追加し、ドロップダウンで正しいシーケンスを選択できます。

クロッププランナーでは、最大10個のクロップシーケンスを入力できます

8. 続行する方法を選択するように求められます。ウインドの順序を追加するだけで、ウインドを

保持する場合は、[古いウインドの詳細を新しい情報に置き換える]を選択します。

9. 新しい作付順序は、同じ年度の横に表示されます

10.フィールドを分割する場合は、[新しい情報を個別輪作として追加する]オプションを選択し、

[保存]をクリックします

11.これにより、フィールドが2つの作物に分割され、赤い領域をクリックして、分割ごとに領域

を調整できます。これにより、[ウインド編集]が再度開き、[保存]をクリックする前にフィール

ドの各部分の領域を調整できます

FARMER CORE ONBOARDING

オンライン | 輪作計画
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こちらのビデオで詳細を確認 ※英語版

6.

7. 9.

10.

11.

8.



AutoSync™ について

0.3.a

46



FARMER CORE ONBOARDING

AutoSyncについて

47

AutoSync™は、Precision-IQソフトウェアを利用してTrimbleディスプレイ間で各種データをネット

ワーク経由で自動的に同期します。USBを利用した手動作業が不要です。AutoSyncは、ガイダンス

ライン 圃場境界 クライアント/ファーム/圃場名 ランドマーク 資材 作業機 およびオペレ

ーターのデータを共有します。作業が完了すると作業データがディスプレイからオンラインプラッ

トフォームに自動的に転送されます。

AutoSync機能は、Farmer Coreソフトウェアサブスクリプションに含まれています。ディスプレイ

接続は、接続されているTrimbleディスプレイごとに必要です。

データタイプ 作成 編集 削除

ガイダンスライン ✔ ✔ ✔

作業カバレッジマップ1 ✔

クライアント/農場/圃場名 ✔ ✔ ✔

ランドマークと圃場境界線 ✔ ✔ ✔

オペレーター ✔ ✔ ✔

車両プロファイル2 ✔ ✔ ✔

資材 ✔ ✔ ✔

作業機 ✔ ✔ ✔

作業指示 ✔ ✔ ✔

Bluetooth®ビーコン ✔

1AutoSync only sends the coverage map data from the display to Trimble Ag Software. It does not share the coverage map data to other Precision-IQ displays that are connected with AutoSync.
2Vehicle profiles are created on the display and saved automatically within Trimble Ag Software during the AutoSync process. If the display is accidentally damaged or lost, AutoSync can restore all the vehicle settings to a 
new Trimble display.
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AutoSync| 設定と必要事項

AutoSync の設定に必要なこと

○ PiQ-搭載のディスプレイGFX-750

○ インターネット接続（モバイルであればテザリングできる契約が必

要）

○ AutoSyncがサポートされているディスプレイファームウェア
○ TMX-2050™ display: Precision-IQ firmware version 6.60以上

○ GFX-750™ display: Precision-IQ firmware version 2.60以上

○ GFX-350™ display: Precision-IQ firmware version 1.60以上

○ Trimble アカウントとディスプレイ接続ライセンス (Farmer Core)

48

AutoSync セットアップステップ

1. オンラインアカウントと車両設定 (参照コアガイドセッション 2.b)

2. GFX-750のデータバックアップとクリーンアップ（削除）

3. GFX-750をインターネットに接続する (スマホ又はWi-Fi)

4. Precision-IQ設定にてAutoSyncをオンにする

5. AutoSyncウイザードを使って最初のデータ同期を行う

a. ディスプレイの実行画面は同期中ロックされて動作しません

目標: AutoSyncの設定

こちらのビデオで詳細を確認 ※英語版

https://youtu.be/6_IGdzmnSaI?list=PLoBjuUvkeblWo3n6m9IzbnbtXr9PQ9nQw
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AutoSync | Step 1: オンラインでの車
両設定
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1. 農場メニューから機材をクリックします

2. 車両タブに既存の車両設定が表示されます

3. 車両追加をクリックして車両設定を新規に作成します

a. 車両プロパティの画面にて、製造メーカー・車両タイプを設定します

i. 車両グループを利用している場合は、車両グループを設定します

ii. 車両運用コストをトラックする場合は運用時間単価を設定します

4. オフィスシンクか運行管理を利用する場合は、ドロップダウンメニューからディスプレイデバイ

スを選択します

5. ディスプレイ接続ライセンスを割り当てるには、有効なライセンスとネットワークに接続してい

るTrimbleのディスプレイをアクティブにします

a. この設定はディスプレイとネットワーク上の車両をリンクするための重要なステップです

6. オプションとしてアイコン変更をクリックして表示されるトラクターアイコン形状や色を選択

できます

7. 保存をクリックして、車両設定を保存します

a. 編集ボタンをクリックすると、既存車両設定を編集できます

こちらのビデオで詳細を確認 ※英語版

https://youtu.be/_cXiCBRmp1A?list=PLoBjuUvkeblWo3n6m9IzbnbtXr9PQ9nQw
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AutoSync | Step 2: ディスプレイク
リーンアップ・バックアップ更新
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1. GFXディスプレイから PIQ > 圃場 > 詳細の再表示
2. データをクリーンアップする手順

a. データ転送 > カテゴリを選択 > 不要なデータを☑する > 削除 をクリック
3. データをバックアップアップする手順

a. バックアップするディレクトリを選択☑します
b. 画面右側のUSB を選択します
c. コピーをクリックします

4. ファームウェアの更新方法
a. ホーム画面 > アプリセントラル > 右上の情報タブをクリックすると現在のファームウ
ェアのバージョンが表示されます

b. ファームウェアを更新するには右下の＋ボタンをクリック > ディスク > インストーラ
ーが格納されているUSB 選択します > ファームウェアのインストーラーを選択してフ
ァームウェアの更新を開始します

注意 ご利用には以下のファームウェアのバージョンが推奨されています
TMX-2050 version 6.60 以上
GFX-750 version 2.60 以上
GFX-350 version 1.60 以上

クリーンアップ

バックアップ

ファームウェア更新



FARMER CORE ONBOARDING

AutoSync | Step 3: ディスプレイ
をインターネット接続する
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1. GFX ディスプレイの 設定 を開きます

2. 必要に応じてパスワードを入力して、スマホ又は無線LANに接続しま

す



FARMER CORE ONBOARDING

AutoSync | Step 4: PIQで
AutoSyncを有効にする
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1. Precision-IQを起動します

2. PIQ > 設定 > 同期 > AutoSync をオンにする



FARMER CORE ONBOARDING

AutoSync | Step 5: AutoSyncウイ
ザード
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1. AutoSync ウイザードはPIQ設定でAutoSyncをオンにすると起動します。
2. 操作が必要な場合は全て緑の☑をして次へをクリックします
3. 同期状況を再表示するには次へをクリックします
4. 同期状況を再表示する

a. 同期状況の表示により、オンライン上のデータレコードとディスプレイに同期された
リソースをリストに表示します

b. 残りの同期時間が表示されますが、ネットワーク速度により予測時間より時間を要す
ることがあります

5. 開始 をクリックすると同期プロセスが開始します。キャンセルをクリックすると一時
的に同期を停止します
a. 同期中は一時的にGFXディスプレーの操作ができません



FARMER CORE ONBOARDING

AutoSync | 同期プロセス
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同期プロセスの見かた
1. 同期準備中 –ステータスバーにインポートウインドが表示されます
2. 同期中のリソースと予想残り時間がステータスバーに表示されます
3. 同期が終了するとAutoSync インポートが完了したことを確認するメッセージが表示されま
す



FARMER CORE ONBOARDING

AutoSync | PIQで同期プロセスを
確認する
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1. 同期状況をPIQ上で確認するには、診断メニューに同期状況をクリックします

2. 同期状況のオプションを選択します

3. 同期状況のタブに 表示 送信 受信 各同期ステータスを表示します



FARMER CORE ONBOARDING

AutoSync | AutoSync PIQサービス
アプリ
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AutoSync Service の情報

● 車両名 ● AutoSyncステータス

● ディスプレイシリアル番号 ● 同期した圃場数と面積

● 最期の同期時間+ 相対時間 (5 分前) ● 同期している車両設定の数

● 組織名 ● 作業指示数-当日より前後3か月の作業指示数

● 組織 ID
● 連絡先数

同期設定や同期情報を表示したい場合には、AutoSync サービスアプリがご利用頂けます。

1. AutoSync サービスアプリを起動します。

2. サービス設定をクリックすると同期設定を変更するこができます。

3. 手動で最初のデータ同期をTo manually initiate a Sync, click the Sync Now button



FARMER CORE ONBOARDING

Set up | 単位設定を確認
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1. PIQ > 設定(画面下部) をクリック
2. ディスプレイセットアップ をクリック
3. 表示単位 を変更します
4. 表示単位がご利用状況と同じであることを確認してください
5. 必要に応じて変更します

Backup
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Set up | 資材プロパティ

58

AutoSyncで資材を使用する場合は、必ず[コントローラー]タブの情報を入力してください。こ
れにより、Precision-IQディスプレイに関連する追加情報が送信されます。化学薬品 肥料 種
子 タンクミックスには、これらの詳しい情報を含める必要があります。

1. 入力と資材 をクリックします
2. 資材タブを選択します (農薬, 肥料, 種子,  タンクミックス)
3. Select Edit Material
4. コントトーラー タブをクリックし、必要情報を入力します

注意:  最小レートの情報が無い場合、初期値として0がセットされます



FARMER CORE ONBOARDING

AutoSync | デバイス設定
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PIQでAutoSyncをオンにすると、接続されているディスプレイの設定を表示・設定できるようにな

ります（AutoSyncで作業指示機能を使用する場合はすべてのリソースを同期する必要があること

に注意してください。）。

1. メニューから 機器 をクリックしてください

2. デバイスタブを選択します

3. 管理 > 設定 をクリックします

4. オンラインソフト、モバイル、およびディスプレイ（Precision-IQ）間で同期するデータに☑

チェックマークします

5. ☑チェックマークを入れ絵tディスプレイとオンラインソフトの自動同期をする項目を選びます

● 作業指示機能をご利用の場合、全ての項目に☑チェックマークが必要です

● デバイス設定は[設定]リンクをクリックして[車両のプロパティ]ウィンドウで設定すること

もできます。



プレスクリプション

0.3.c
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Online  |  プレスクリプション機能概要

▪ プレスクリプションタブでプレスクリプションファイルを 作成 保存 ディスプレイへ転
送 することができます
– SHPファイル(zipに圧縮)からインポートして作成する
– Farmer Coreで作成されたゾーンマップで作成、またはアップロードされたファイルから
作成する

▪ AutoSunc又はOffice Sync対応ディスプレイに直接送信します
▪ 全ての資材タイプをサポートしています

– 肥料 種子 農薬 タンクミックス
▪ 保存されたプレスクリプションは編集できません

– プレスクリプションを変更する場合はファイルを削除してから再度作成する必要がありま
す

– プレスクリプションを削除してもAutoSyncを通じてディスプレイのプレスクリプションは
削除できません

FARMER CORE ONBOARDING
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Online  |  Zipファイルからプレスクリプションを追加

Zip ファイルからプレスクリプションを追加します

1. 圃場を開く>プレスクリプション

2. 追加ボタンをクリック

3. ZIPファイルオプションからアップロードを選択します

4. 開く をクリックし.zipファイルが保存されているフォルダからファイルを指定できます

5. ドロップダウンメニューを利用すると、圃場と資材のプレスクリプションを選択できます

6. レート単位やレートを設定します

7. ディスプレイに送信 をクリックすると組織内のAutoSyncやOffice Syncに接続されている車

両のディスプレイに送信され、ファイルはプレスクリプションページに保存されます

8. 別の操作で、保存ボタンをクリックすることでプレスクリプションを保存し、その後に接続

されているディスプレイに送信されます

FARMER CORE ONBOARDING
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Online  |  ゾーンマップからプレスクリプションを
追加する

1. ゾーンマップを作成する圃場を選択します
2. GISタブを選択します
3. ゾーンタブを開きます
4. 管理ボタンをクリックします

a. SHPファイルからゾーンを追加する (ゾーンに使うSHPファイルにはそれぞれのゾーンにユ
ニークなIDが必要です)

b.新規ゾーン
i. マップ表示の描画ツールバーで手動でゾーンをデザインして保存します

ii.新規ゾーンでは、ゾーンの名前とゾーニングのカラーを選択できます。保存ボタンをク
リックすると、確認ウインドが現れます

FARMER CORE ONBOARDING



1. モバイルアプリで、ホームページから圃場メニューを選択し、ゾーンを作成しようとする圃場

を選択します

2. 圃場マップが現れますので、グレーのバーを上にスライドするとフルスクリーンに表示されま

す

3. 画面右下の“+” マークをタップするとゾーン管理画面が表示されゾーン名を選択できます。ゾー

ン管理オプションをオフにし、ゾーンの名前を設定して OK をクリックします。

4.ゾーンを現地踏査するか画面上で描画するかを選択します。 +追加 をクリックし ゾーン名

ゾーンID ゾーンの色を設定して 完了 をクリックします

5.ゾーンを現地踏査する場合は 開始 をクリックしてゾーン境界の踏査を開始します。ゾーン

を画面上で描画する場合は、Xを目的の場所に移動し[ポイントを追加]をクリックする操作を繰り

返してセットの最初のゾーンの描画を開始します。

6.デフォルトでは、既存の境界を切り分けて、このプロセスの開始時に「ゾーン0」として作成し

ます。セットの最初のゾーンの追加を終了し別のゾーンを開始すると、「ゾーン0」が作成された

ことを確認できます。ゾーン作成の操作が終了した、続けてゾーンのセットを作成します。ゾー

ンの作成プロセスが終了後にオンラインで削除することもできます

FARMER CORE ONBOARDING

Mobile| ゾーンの作成と管理
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Step 3

Step 4

Step 5
Step 6



7.  2つ目以降の ゾーンID 名前 カラーを設定します

8.  ゾーンの最初にポイントまで「+ポイントを追加」をクリックしてセット内の2番目のゾーンを

踏査または画面上に描画します。これにより、ゾーンが作成されます。ゾーンセットが完了する

まで、セット内のゾーンごとに手順7と8を繰り返します。

9.  操作が終了後に保存アイコンを押すと、新しく作成されたゾーンがフィールドマップに表示さ

れます。

10. レイヤーアイコンをクリックして、[ゾーン]タブに移動します。そこにリストされているゾー

ンが表示され、フィールドマップに表示されるレイヤーとして有効または無効にできます。モバ

イルアプリで同期するとゾーンはオンラインの [GIS] > [ゾーン] から利用できます。

FARMER CORE ONBOARDING

Mobile| ゾーンの作成と管理
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Step 7

Step 8

Step 10
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ゾーンからプレスクリプションを作成

1. GISタブでゾーンを保存したら、プレスクリプションタブに移動します

2. 追加 ボタンをクリックし、ゾーンから作成 を選択します

3. 圃場選択画面から圃場を選択し、次へ をクリックします

4. 資材画面で資材を選択して 次へ をクリックします

5. ゾーンプレスクリプション作成 画面でプレスクリプション名を入力します

6. ゾーンマップで保存したゾーンを、ドロップダウンメニューから選択

7. リードタイムとプレスクリプションの項目を入力します

8. 手入力で各ゾーンにレートを設定します

9. [車両に送信]をクリックして、組織内のAutoSyncまたはOfficeSyncに接続されたディスプ

レイに送信します。ファイルは プレスクリプション ページにも保存されます。

10.または、[保存]ボタンをクリックしてプレスクリプションを保存し、後でネットワーク上

のディスプレイに送信します

FARMER CORE ONBOARDING

Online  |  ゾーンからプレスクリプションを作成
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Online  |  プレスクリプションを送信

1. プレスクリプションタブでプレスクリプションを作成して保存します
2. チェックボックス☑でプレスクリプションファイルを選択します
3. 右上の 送信 ボタンをクリックします
4. プレスクリプション送信ウインドでAutoSync又はOffice Syncに接続されている車両のディス
プレイを選択

5. 送信されるとプレスクリプション送信確認画面がポップアップします

FARMER CORE ONBOARDING
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Online  |  プレスクリプション送信ステータス

プレスクリプションデータの送信ステータス
1. 圃場を開く > プレスクリプションタブ
2. 送信されたプレスクリプションはステータスカラムのビューリンクに表示されます
3. 送信履歴を表示するには、ビューリンクをクリックします
4. ディスプレイに送信されたプレスクリプションの詳細が表示されます

a. 送信済みデータ
b. 車両名
c. デバイス名
d. ステータス (一時停止, 送信済, 送信中止)

FARMER CORE ONBOARDING



データのアップロード

0.4
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機材
データアップロード

0.4.a
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Farmer Coreオンボーディング

オプション1   |   API接続
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1. 「データ転送」タブ >「設定」>「API接続」をクリック

● 「+ アカウントの追加」をクリックして、任意のAPI接続を選択

○ Raven Slingshot®

○ AGCO Variodoc

○ JDリンク

○ AFSまたはPLMコネクト

2. API接続の資格情報を入力

● CNH APIオプション

○ データの同期

○ 企業の管理

● JDリンクオプション

○ 設定

○ 圃場のインポート

○ ファイルのインポート(履歴データ用)

3. 機材の動作に関する他のデータと同様に、オンラインでデータを表示

4. 互換性チャートをチェックして、どのAPIデータが転送されているかを確認

こちらのビデオで詳細を確認 ※英語版

https://agriculture.trimble.com/software/farm-data-compatibility/
https://youtu.be/UhMVjlsGI14?list=PLoBjuUvkeblWo3n6m9IzbnbtXr9PQ9nQw


1. Trimble製ディスプレイのデータはWebサイトの複数の場所で表示可能

● ホームページでの圃場のタスク履歴

● 「圃場」>「機材の動作」

● 「圃場マネージャ」>「圃場のマップ」

2. データ転送を設定

● オンラインでディスプレイライセンスを使用して設定した作業車両を作成

○ ディスプレイデバイスのシリアル番号をドロップダウンから追加

○ ディスプレイライセンスを割り当て

設定が終了すると、Webサイトへの無線データ入力が開始されます。

Farmer Coreオンボーディング

オプション2  |  Trimble製ディスプレイ
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Farmer Coreオンボーディング

オプション3  |  データの手動インポート
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1. 「データ転送」タブ >「ファイルの管理」をクリック

2. シェープファイルをアップロードするには

○ アップロードするシェープファイルのコンポーネントを選択またはドラッグ

○ 「ディスプレイからTrimble Ag Business SolutionsのWebサイトへインポートする

ファイル」を選択

○ インポートされているシェープファイルの種類を選択

○ アップロードするファイルタイプに適した属性をドロップダウンから選択し、さらに関係

する測定単位を選択。これは、タスクタイプに応じて異なる

○ 適切な圃場を選択

○ 作物ゾーン、オペレーションタイプ、タスク名を入力

○ タスクに作業車両を追加リストに入力する場合は、前もって作業車両を追加する必要がある

○ 他の詳細はすべてオプション

○ 「保存」をクリック

3. 表示データをアップロードするには

○ 表示データをアップロードするには、ファイルを圧縮してからアップロード

○ アップロード用に圧縮した表示ファイルを検索またはドラッグ

○ 「ディスプレイからTrimble Ag Business SolutionsのWebサイトへインポートする

ファイル」を選択

○ 表示形式を選択

○ 作業車両を選択し、「アップロード」をクリック

○ 「作業車両から」タブで、アップロードの処理状況を確認

こちらのビデオで詳細を確認 ※英語版

https://youtu.be/xauXvpMBQss?list=PLoBjuUvkeblWo3n6m9IzbnbtXr9PQ9nQw


1. 「データ転送」タブ >「ファイルの管理」をクリック

2. シェープファイルをアップロードするには

○ アップロードするシェープファイルのコンポーネントを選択またはドラッグ

○ 「ディスプレイからTrimble Ag Business SolutionsのWebサイトへインポートする

ファイル」を選択

○ インポートされているシェープファイルの種類を選択

○ アップロードするファイルタイプに適した属性をドロップダウンから選択し、さらに関係

する測定単位を選択。これは、タスクタイプに応じて異なる

○ 適切な圃場を選択

○ 作物ゾーン、オペレーションタイプ、タスク名を入力

○ タスクに作業車両を追加リストに入力する場合は、前もって作業車両を追加する必要がある

○ 他の詳細はすべてオプション

○ 「保存」をクリック

3. 表示データをアップロードするには

○ 表示データをアップロードするには、ファイルを圧縮してからアップロード

○ アップロード用に圧縮した表示ファイルを検索またはドラッグ

○ 「ディスプレイからTrimble Ag Business SolutionsのWebサイトへインポートする

ファイル」を選択

○ 表示形式を選択

○ 作業車両を選択し、「アップロード」をクリック

○ 「作業車両から」タブで、アップロードの処理状況を確認

Farmer Coreオンボーディング

オプション3  |  アップロードの詳細情報

AgGPS.zip

AgData.zip

元の形式 アップロード形式

CFX-750

GFX-750

(PIQ)
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1. 「データ転送」タブに移動(上部メニュー)

2. 「ファイルの管理」を選択

3. 「アップロード」タブをクリック

4. 「ファイルのアップロード」をクリックして、収穫データのシェープファイル(shp、shx、

dbfが必要)に移動

5. シェープファイルタイプとして「タスク」を選択

6. ドロップダウンメニューを使用して、収量データに関連付けられている属性を特定

○ 最適なクリーニングのために特定する理想的な属性

■ 流量、水分、幅、使用中、湿収率質量

○ 必須フィールドは「タイムスタンプ」

7. 「タスクファイルの作成…」をクリック

8. 収穫データに適した圃場を選択

9. 残りのタスク詳細に記入

○ 作物ゾーンを選択(存在しない場合は、＋記号を使用して追加)

○ 「オペレーション」に「収穫」を選択

○ 適切な開始日と終了日を選択

○ 「作業車両の追加」をクリックして、コンバインをタスクに添付

○ 他の詳細はすべてオプション

10. 「保存」をクリック

11. 結果として生成される収量データが、「圃場」>「機材の動作」から入手可能となる。

ドロップダウン要件は、アップロードするタスクシェープファイルによって異なります。つまり、

「作物」には「植え付け」以外の属性が必要です。

Farmer Coreオンボーディング

オプション4 |  シェープファイルからのインポート
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Farmer Coreオンボーディング

オンライン |  機材の動作: タスクの認証

適用済みのデータをソフトウェアの他の部分にプッシュする場合に、

タスクの認証が不可欠

認証するまで、「機材の動作」は情報のプレースホルダとして機能

重要!

○ タスクの認証の前には、肥料に製品組成が含まれていることを

必ず確認。製品組成が含まれていない場合は、適用済みのデータが

ソフトウェアの他の部分に適用されなくなる

○ クリーニングした収量データを認証すると、結果として生成される

収量マップが圃場の「収穫データ」タブにプッシュされ、

収益分析に使用される

○ シェープファイルを介してアップロードしたタスクファイルが、

ソフトウェア自動認証の対象となる

○ Trimbleデスクトップソフトウェアから同期されたタスクファイルが、

自動認証の対象となる
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こちらのビデオで詳細を確認 ※英語版

https://youtu.be/xauXvpMBQss?list=PLoBjuUvkeblWo3n6m9IzbnbtXr9PQ9nQw


1. 「圃場」タブ >「機材の動作」をクリック

○ オンラインにアップロードされている機材の動作(タスク)のリストを表示

○ 認証が必要な動作項目をすばやく表示 - i - 注意マークで表示

○ 追加、編集、削除する動作項目を選択

○ 認証、統合、再割り当てする項目を選択

1. 「フィルタ条件…」ドロップダウンメニューを使用して、機材の動作リストを「日付」、

「作物」、「認証されています」などにフィルタ

2. 特定のタスクをクリックして、マップされた属性および入力データのサマリビューを開く

3. 機材の動作タスクの必要な詳細を編集した後に、「認証」ボタンをクリックして、圃場プロ

ファイラ情報のデータが正確であることを確認可能 - 編集を保存し、「認証」をクリック

Farmer Coreオンボーディング

オンライン |  機材の動作
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オンラインからAgData(フォルダ)の適用済みデータをシェープファイル形式でエクスポートして、
PIQの適用済みデータをオンラインの外部で利用できるようにします。

1. 圃場を開きます>機器の動作
2. エクスポートしたいタスク☑チェックマークします
3. 右上のエクスポートボタンをクリックします
4. SHP(AgGPSフォルダ)を選択します

a. 出力されたファイルはAgDataフォルダをAgGPSフォルダに変換されます。フォルダ構
成にSHPが出力されています

b. 作業データでカバレッジの無いポイントデータは出力データに含まれません
5. OKボタンをクリックすると出力ファイル作成の確認画面が表示されます
6. エクスポートされた.zipファイルにはデータ転送>動作ページで適用済みのデータが含まれ
ます

FARMER CORE ONBOARDING

Online  |  機材の稼働とエクスポート
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一般データ
アップロード

0.4.b
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1. 「データ転送」タブに移動(上部メニュー)

2. 「ファイルの管理」を選択

3. 「アップロード」タブをクリック

4. 「ファイルのアップロード」をクリック

5. 任意のGeoTiffを選択

6. 画像の取得日を入力

7. 画像の適切な名前を入力

8. インポートの完了を確認するポップアップが表示されたら、「完了」をクリック

9. 「GIS」タブをクリックして圃場レベルでアップロード画像を確認 > レイヤーの表示(     ) >

利用可能なレイヤー(       )をクリック >「画像」ドロップダウンを展開 >

「GeoTiFF」にチェックマークを付ける >「保存」をクリック

500mb未満のGeoTiFFすべてがソフトウェアで承認されていますが、現在、Slantrane画像には

サポートの説明文のみがあります。また、UAV画像のアップロードには圃場の境界が必要です。

Farmer Coreオンボーディング

オンライン |  データのインポート(UAV画像)
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収量データのアップロード/

クリーニング

0.4.c
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1. 問題点の解消

○ GPSエラー

○ 湿度センサの問題

○ 流れ遅延の問題

○ パスの重複

○ 速度および流量の問題

2. 収穫機間のキャリブレーション

○ 相対調整の実施

○ ユーザ入力のオフセットの使用

3. スケールチケットの適用

○ ユーザが利用可能な場合、スケールチケットが圃場全体に

分散されて実際の生産性を調整

4. 補間と正規化

Farmer Coreオンボーディング

収量| クリーニング
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こちらのビデオで詳細を確認 ※英語版

https://youtu.be/LpDOtZGT0fE?list=PLoBjuUvkeblWo3n6m9IzbnbtXr9PQ9nQw


1. 「データ転送」タブに移動(上部メニュー)

2. 「ファイルの管理」を選択

3. 「アップロード」タブをクリック

4. 「ファイルのアップロード」をクリック

○ ディスプレイから未加工の収穫データに移動

5. データタイプを選択(ファイルを正しい構造で圧縮する必要がある)

6. ディスプレイからTrimble Ag Business SolutionsのWebサイトへインポートする

ファイルを選択

7. 「コンバイン」/「作業車両」を選択(「作業車両」に追加されたことを確認)

8. インポートの完了を確認するポップアップが表示されたら、「完了」をクリック

インポートした収穫データのタスクは、「圃場」>「機材の動作」セクションで確認できます。

収穫シェープファイルをインポートする前の注意事項: シェープファイルから収量データを

インポートするときは、「シェープファイルのアップロード」ポップアウトボックスの

ドロップダウンから適切な属性、およびその属性に対する適切な測定単位を特定できるよう、

ソフトウェアを支援する必要があります。

1. 属性タイトルは、使用するディスプレイによって異なる可能性があるためご注意ください。

たとえば、「使用中」と指定すると、ディスプレイによっては「使用中」または「ステー

タス」または「ヘッダステータス」が呼び出される可能性があります。

Farmer Coreオンボーディング

オンライン |  データのインポート(未加工の収量データ)
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1. 「データ転送」タブに移動(上部メニュー)

2. 「ファイルの管理」を選択

3. 「アップロード」タブをクリック

4. 「ファイルのアップロード」をクリック

○ 収穫データのシェープファイル(shp、shx、dbfが必要)に移動

5. シェープファイルの種類として「タスク」を選択

6. ドロップダウンメニューを使用して、収量データに関連付けられている属性を特定

○ 最適なクリーニングのために特定する理想的な属性

■ 流量、水分、幅、使用中、湿収率質量

○ 必須フィールドは「タイムスタンプ」

7. 「タスクファイルの作成…」をクリック

8. 収穫データに適した圃場を選択

9. 残りのタスク詳細に記入

○ 作物ゾーンを選択(存在しない場合は、＋記号を使用して追加)

○ 「オペレーション」に「収穫」を選択

○ 適切な開始日と終了日を選択

○ 「作業車両の追加」をクリックして、コンバインをタスクに添付

○ 他の詳細はすべてオプション

10. 「保存」をクリック

11. 結果として生成される収量データが、「圃場」>「機材の動作」から入手可能となる。

Farmer Coreオンボーディング

オンライン |  シェープファイルからの収量のインポート
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Farmer Coreオンボーディング

収量クリーニング

85

API接続、作業車両の同期、手動インポートのいずれかを利用して収量データをシステムに導入し

た後は、以下のステップを実行してください。

1. 「圃場」>「機材の動作」をクリック

2. フィルタオプションを使用して任意の収穫タスクを探し、クリック

3. ページ下部で「収量データのクリーニング」をクリック

4. 任意のキャリブレーションを入力

a. 収穫データの収集に使用するコンバインが複数あった場合には、「調整%」フ

ィールドを使用してコンバイン間の調整を行う

b. コンバインが1台の場合、あるいは複数のコンバインで「調整%」が

不明な場合は、「合計収量」セクションにスケールチケット情報を入力

c. 「保存」をクリック

5. 「タスクの認証」をクリックして、新規のデータをシステム内で有効化

6. クリーニングされた収量の結果は、以下の場所で確認できる

a. 「GIS」タブのフィールド内にある、「タスク」および「収量」の両セクション

b. 「機材の動作」から「収穫タスク」をクリックし、ドロップダウンメニューを

使用してキャリブレーション済みレイヤーと正規化レイヤーを選択

c. ワークベンチの「ゾーン」セクション(プライムユーザ向け)

「タスクの認証」ボタンをクリックして、新たに作成された収穫レイヤーを対象のフィールドの

「収穫データ」タブにプッシュします。

こちらのビデオで詳細を確認 ※英語版

https://youtu.be/LpDOtZGT0fE?list=PLoBjuUvkeblWo3n6m9IzbnbtXr9PQ9nQw


栽培期間後の作業データ
と作業レポート

0.5
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Farmer Coreオンボーディング

オンライン | 圃場マネージャ

目標: アプリケーションデータを表示する方法、および

アプリケーションタスクをソフトウェアに手動で追加する方法を

理解する。

このセッションで学習する内容:

○ 新しい圃場マネージャの表示

○ 新しい圃場マネージャによる製品アプリケーションの追加

○ 従来の圃場マネージャによる製品アプリケーションの追加

○ モバイルアプリでの製品アプリケーションの追加

○ 農場カレンダの使用



新しい圃場マネージャの使用

1. 「圃場プロファイラ」から任意の圃場をクリック

2. 「アクティビティ」タブに、選択した圃場の「完了アクティビティ済み=タスクの認証済

み」のサマリが

一覧で表示される。

○ 任意のアクティビティを展開して詳細を表示

3. 「収益性」タブに、圃場での経費と収入のサマリが表示され、経費タイプに分類される。

○ この情報は非常に有益であり、資材、機材、人のプロパティにコスト情報を

入力して、経費計算の合計を表示する必要がある

Farmer Coreオンボーディング

オンライン | 圃場マネージャ
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こちらのビデオで詳細を確認 ※英語版

https://youtu.be/LtERoXFh4_k?list=PLoBjuUvkeblWo3n6m9IzbnbtXr9PQ9nQw


「アクティビティ」タブの使用

1. 「播種」、「肥沃度」、「農薬」、「収穫」の各タブに、各領域での圃場アクティビテ

ィのサマリが表示される

2. 各アクティビティの右端にある「詳細」ボタン をクリックして追加のアクションを

表示

○ サマリの表示

■ 収穫活動の投入作物ビュー、マップビュー、収量クリーニング

○ レポートの表示

■ アクティビティの配置証明レポート

○ 編集

○ 削除

Farmer Coreオンボーディング

オンライン | 圃場マネージャ
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こちらのビデオで詳細を確認 ※英語版

https://youtu.be/LtERoXFh4_k?list=PLoBjuUvkeblWo3n6m9IzbnbtXr9PQ9nQw


タスクの編集

1. 任意のタスク項目の「詳細」ボタン(         )をクリックし、「編集」を選択

2. 「全般」タブで、実行したいオペレーションを選択し、作物と日付を指定

○ この演習では、噴霧を選択し、肥料を追加

3. 「資材」タブを選択して編集するか、「追加」をクリックしてタスクにさらに資材を追加

4. 資材を検索するか、リストから選択するか、さらには新しい資材を追加し、

「保存」をクリック

○ 必ずターゲット比率と配置タイプを追加

○ 使用数量は、エーカーおよび比率に基づいて計算される

○ パス番号およびタンクを追加する場合は「詳細」をクリックし、

次に「OK」をクリック

5. 「機材」タブに移動して「追加」をクリックし、このタスク用の機材と作業機を入力

6. リストから作業車両を選択し、「OK」をクリック

7. 「オペレータ」タブを選択し、このタスクのオペレータを追加

8. 「条件」タブでは、天候情報の入力が可能

Farmer Coreオンボーディング

オンライン | 圃場マネージャ
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こちらのビデオで詳細を確認 ※英語版

https://youtu.be/LtERoXFh4_k?list=PLoBjuUvkeblWo3n6m9IzbnbtXr9PQ9nQw


肥料と同じ方法で、他の資材を追加できます。

1. 複数の製品

○ 「資材の選択」ウィンドウから複数の製品を選択

2. 種子: 

○ 使用数量の計算のためにコストおよびターゲット比率が入力されていることを確

認

○ 「種子のソース」をクリックして、種子のソース、ロット、間隔、深さ、等級、

プライマリ、UrderSeededなどの詳細をさらに追加

3. 農薬:

○ 必要に応じて、収穫前の間隔または立ち入り制限間隔を入力

○ 必要に応じて、要注意エリアを特定

4. 石灰

5. タンクミックス:

○ タンクミックスについては、このタブからミックスの作成が可能

○ 「成分」をクリックして、成分をミックスに追加

6. 水

Farmer Coreオンボーディング

オンライン | 圃場マネージャ
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こちらのビデオで詳細を確認 ※英語版

https://youtu.be/LtERoXFh4_k?list=PLoBjuUvkeblWo3n6m9IzbnbtXr9PQ9nQw


収穫タスクの編集

1. 「圃場マネージャ」画面から「収穫」タブを選択

2. 収穫タスク項目の「詳細」ボタン(         )をクリックし、「編集」を選択

3. 「全般」タブで、関連するタスク情報を入力

4. 収穫品目をクリックして、収穫の詳細ウィンドウを開く

○ 「収穫面積」、「価格」、「平均収量」、または「収穫量」に入力し、

「OK」をクリック

5. 「保存」をクリックして収穫タスクを保存

Farmer Coreオンボーディング

オンライン | 圃場マネージャ
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こちらのビデオで詳細を確認 ※英語版

https://youtu.be/LtERoXFh4_k?list=PLoBjuUvkeblWo3n6m9IzbnbtXr9PQ9nQw


手入力により作業の追加

1. 圃場プロファイラ > 圃場をクリック

2. 右上の 作業追加 ボタンをクリック

3. 圃場画面で圃場の選択確認

4. 新規作業の詳細をタブから入力

○ 作業名を入力

○ ドロップダウンメニューからオペレーションタイプを選択

○ 必要に応じて、[車両 作業機 資材 オペレーター]などの詳細をタブに入力

5. [保存]ボタンをクリックして新規作業を保存します

FARMER CORE ONBOARDING

オンライン | 圃場マネージャ
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オンライン | 作業レポート

Farmer Coreオンボーディング

94

1. 機材の動作を介してアプリケーション情報がアップロードされる場合、圃場内アプリケーショ

ン用の配置証明レポートを印刷することもできる。このレポートには、アップロード済みのカ

バレッジマップも含まれる

○ 機材の動作でのタスクを認証した後は、「圃場マネージャ」に移動

2. 対象のアクティビティのオプションボタンから「レポートの表示」をクリック



Online | 作業レポート一括表示

FARMER CORE ONBOARDING
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1. [機器の動作]タブを開きます (圃場 > 機器の動作)

2. 作業に☑チェックマークをします

○ 全ての作業レポートをまとめて確認するために、システム上に全ての作業レポートのPDFフ

ァイルを表示できます。 [アクティビティの確認]ウィンドウから開くことができます

3. 作業レポート表示 ボタンをクリック

4. 選択したすべての作業のレポートが1つのPDFファイルに出力されます



カバレッジマップと
ガイダンスライン

0.6
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「レイヤー」メニューの
表示/非表示

レイヤー
マネージャを開く

背景画像の
オプション

レイヤーオプション
- 編集(オプションの場合)

- 透明度の切り替え
- レイヤーの凡例(利用可能な場合)

- レイヤーの削除
- レイヤー順序の移動
- レイヤーにズーム

選択

ポリゴンの
編集

ポリゴンの
描画 メジャー

ポリゴンで
追加

線で
分割

円で
分割

ポリゴンの
削除

カラー
ピッカー

円の
描画

フリー
ハンド
描画

ポリゴンで
除外

ポリゴンで
分割

ポリゴンの
統合

スナッピングの
オン/オフ
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GIS編集ツール(ゾーンまたは圃場の境界の編集時に使用):



1. 圃場レベルで、左側の「GIS」タブをクリック

2. 「レイヤー」ボタン(       )をクリックして「マップレイヤー」タブを開く

3. 歯車ボタン(       )をクリックして「レイヤーの管理」メニューを開く

○ マップに追加するすべてのレイヤーのチェックを外し、「保存」をクリック

4. レイヤーテーブルにあるレイヤーをクリックして、以下を実行

○ 凡例の確認

○ 透明度の調整

○ レイヤーの日付を選択(タスクデータ、収量データ、CHI)

5. レイヤーリスト内で以下のツールを使用

○ (       ) レイヤー順序の移動

○ (       ) レイヤーにズーム

○ (      ) レイヤーの削除

Farmer Coreオンボーディング

オンライン | マップレイヤー
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1. 「圃場」タブをクリック >圃場を選択

○ 「GIS」タブをクリック >「ガイダンスライン」タブを選択

○ 「ガイダンスラインの属性」を表示するには、右側の列にあるライン名をクリック

2. オフセットを作成

○ 元のラインの横にチェックマークを付ける

○ 「オフセット」ボタンをクリック

○ 「ガイダンスラインオフセットの作成」ウィンドウでパラメータを定義。新規のラインには

必ず適切な名前を指定すること

3. ガイダンスラインを削除

○ 元のラインの横にチェックマークを付ける

○ 「削除」ボタンをクリック

John Deere社のガイダンスラインの更新: 現在、John Deere社製機材で作成された

ガイダンスラインが他のディスプレイタイプ(Trimble、Agcoなど)とともに使用可能なため、

Trimble Agソフトウェアのユーザはオペレーション内で混合フリートを実行できます。

JDから別の形式にエクスポートするとき、ユーザに以下の通知が表示されます。

「通知: 製造メーカーのガイダンスシステムには潜在的なばらつきがあります。このため、マスタ

ーのABラインから離れて農作業を行うと、ガイダンスラインの再現性および位置決め精度

が低下するおそれがあります」

こちらのビデオで詳細を確認 ※英語版

https://youtu.be/WCjlHCky3Ew?list=PLoBjuUvkeblWo3n6m9IzbnbtXr9PQ9nQw


1. 任意のマッピングウィンドウ(つまり、「圃場」ページ、「点検」ページなど)から、

さまざまなマッピングレイヤーをオンにできる

2. 「拡張」ボタン(       )をタップ > 任意のレイヤーを見つけてタップ >「保存」をタップ

3. 一部の表面レイヤーには複数のレイヤーオプションがある。凡例の横にある3つのボタン

(      )をタップして、他の関連レイヤーを表示

4. CHIの場合は、左矢印と右矢印(                                 )をタップして、異なる画像日付間を循環

5. 「位置決め」ボタン(        )をタップして、自分の場所にズーム

6. ＋記号(        )をタップして、ベンチマークポイントをドロップ

7. 「背景のレイヤー」ボタン(         )をタップして、別の背景画像を選択

8. 「パス」ボタン(        )をタップして、歩行パスまたはドライブパスを記録

9. 「レイヤー」ボタン(        )をタップしてレイヤーメニューを開き、異なる表面レイヤー

(つまり、収量、ゾーン、CHIなど)をオンにする

○ 任意のレイヤーをタップ >「保存」をタップして異なるレイヤーをオンにする

Farmer Coreオンボーディング

モバイル | マップレイヤー
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